
● SectionⅠ 「概論」
生成AIとは何か

● SectionⅡ 「使用上の留意事項」
生成AIをどのように使えばよいのか

● SectionⅢ 「ディスカッション」
生成AIは、学習者の学びの質を向上させることができるのだろうか
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Section０
授業における効果的なICTの活用とは
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調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどの
ICT機器を、授業でどの程度活用しましたか

77.6 17.1 4.6 0.5 0.0 

調査対象学年の生徒が自分で調べる場面（ウェブブラウザによるインターネット検索等）では、
生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器をどの程度使用させていますか

46.6 35.3 15.7 1.8 0.5 

調査対象学年の生徒が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面では、生徒一人一人に配備され
たPC・タブレットなどのICT機器をどの程度使用させていますか

25.8 36.0 25.4 10.2 2.5 

教職員と調査対象学年の生徒がやりとりする場面では、生徒一人一人に配備されたPC・タブレッ
トなどのICT機器をどの程度使用させていますか

37.3 30.2 20.8 8.1 3.4 

調査対象学年の生徒同士がやりとりする場面では、生徒一人一人に配備されたPC・タブレットな
どのICT機器をどの程度使用させていますか

24.2 29.5 27.2 13.6 5.5 

調査対象学年の生徒が自分の特性や理解度・進度に合わせて課題に取り組む場面では、生徒一人
一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器をどの程度使用させていますか

20.8 29.5 30.9 14.3 4.4 

令和６年度全国学力・学習状況調査中学校調査 回答結果集計 ［学校質問］
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学習者が主体であること・自立した学習者を育てること
↓

・学習者が学習内容、学習方法を自己選択、自己判断、自己決定する
・授業者が主体的に学ぼうとしている学習者の状態をデータで把握する

「個別最適な学びと、協働的な学びを実現するためには、
学校教育の基盤的なツールとして、ICTは必要不可欠なものである。」

（ 「令和の日本型学校教育」の構築を目指して ～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～）

「個別最適な学び」 「協働的な学び」

指導の個別化 学習の個性化

授業者は、学習者個々の特性に適し
た学びやすい方法を保証する。

授業者は、学習者個々の興味に応じ
た学習内容に取り組むことを保証す
る。

多様な選択肢が必要
→ICTを選択肢に加える

空間的・時間的制約を緩和する必要
→ICTでつながる

「個別最適な学び」が「孤立した学び」に陥
らないよう、探究的な学習などを通じ、学習
者同士、多様な他者と協働しながら、資質・
能力を育成する。

多様な学習内容の把握が必要
→ICTで把握する
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SectionⅠ 「概論」
生成AIとは何か

SectionⅡ 「使用上の留意事項」
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「初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン」ver.2.0 ⽂部科学省初等中等教育局（令和６年12⽉26⽇）

ある単語や⽂章の「次に来る」
単語や⽂章を推測
→「統計的にそれらしい応答」を⽣成
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（性質上）様々なリスク
○ 学習過程・出力過程の信頼性・透明性への懸念
・誤った出力（ハルシネーション）を完全に防ぐことは極めて難しい
・大量のデータに潜む偏見や差別等のバイアスをそのまま再生成する



指⽰⽂（プロンプト）への習熟

⼀定の知識・自分なりの問題意識
真偽を判断する能⼒

参考の⼀つ＝最後は人間が判断

人間が発明した道具

踏まえると･･･

8

人間中心の原則

「初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン」ver.2.0 ⽂部科学省初等中等教育局（令和６年12⽉26⽇）
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「初等中等教育段階における生成AIの利用に関する暫定的なガイドライン」⽂部科学省初等中等教育局（令和５年７⽉４⽇）

児童生徒の学習場面においても、

⼀人⼀人のニーズや特性に合った学びを実現したり、
新たな視点やより深い視点の出⼒から学びをより⼀層深めたりする

などの利活用が進む

※ 学習課題やテストの内容によっては、児童生徒が生成 AI を用いることで簡単にこなせる可能性があることも前提に、
課題の内容等を吟味することや、問題の本質を問うこと、深い意味理解を促すことを重視した授業づくりを行うことも
期待される。

「初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン」ver.2.0 ⽂部科学省初等中等教育局（令和６年12⽉26⽇）

○ 生成 AI 自体を学ぶ場面（生成 AI の仕組み、利便性・リスク、留意点）

○ 生成 AI の使い方を学ぶ場面（より良い回答を引き出すための生成 AI との対話
スキル、ファクトチェックの方法等）

○ 各教科等の学びにおいて生成AIを積極的に用いる場面（問題を発見し、課題を
設定する場面、自分の考えを形成する場面、異なる考えを整理したり、比較した
り、深めたりする場面等での利活用）

「日常使いする（生成 AI を検索エンジンと同様に普段使いする）
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生成AIが、どのような仕組みで動いているか（特徴）という理解
どのように学びに生かしていくか（向き合い方）という視点

近い将来使いこなすための⼒を各教科等の中においても意識的に育てていくための「レディネス」

生成ＡＩで知識を調べるときにはその真偽を別な情報源で
調べなくてはならない

生成ＡＩで文章を作成するときは、プロンプト（生成AIへ
の指示・質問）を工夫すると望んだ文章を生成することが
できる

文章や論文、物語の作成の際には、アイデア出しや推敲案
を出力 するような活用とし、生成ＡＩで作ったものをそ
のまま提出してはならない

【事前学習前】 【事前学習後】

2024年度北海道帯広柏葉高等学校「情報活用能力調査」

理解している

どちらかというと
理解している

どちらかというと
理解していない

理解していない

⚫

⚫

⚫

⚫
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生成AIを利用するに当たって（ガイドライン・ガイドブック）

【道教委】
令 和６年10月16日付け 教 ICT第 361号 通知
「生成 AIサービ ス の 指定の追加 について」

http://www.ictkensyu.hokkaido-c.ed.jp/ict/ai/241016ICT361.pdf

令 和７年１月31日 付け 教 ICT第 548号 通知
「北海道立学校 学習活動等における生成 AIの利活用に係るガイドライン」について

http://www.ictkensyu.hokkaido-c.ed.jp/ict/ai/250131aiguideline.pdf

令和７年１月31日 付け 教 ICT第 551号 通知
「道立学校における生成AIの利活用について」

【文部科学省】
「初等中等教育段階における生成AI の利活用に関するガイドライン（ Ver.2.0 令和６年 12月）」

https://www.mext.go.jp/a_menu/other/mext_02412.html

『道立学校における生成AI利活用ガイドブック』内に
保護者承諾書（参考例）ダウンロード先記載

http://www.ictkensyu.hokkaido-c.ed.jp/ict/ai/250131aiguidebook.pdf

http://www.ictkensyu.hokkaido-c.ed.jp/ict/ai/241016ICT361.pdf
http://www.ictkensyu.hokkaido-c.ed.jp/ict/ai/250131aiguideline.pdf
https://www.mext.go.jp/a_menu/other/mext_02412.html
http://www.ictkensyu.hokkaido-c.ed.jp/ict/ai/250131aiguidebook.pdf
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オンデマンド研修を受講

利用チェックシートの提出

利用登録、オプトアウトの設定

生成AIに関する学習を実施
（利用登録、オプトアウトの設定を含む）

保護者同意書を提出

教職員が利用する場合 生徒が利用する場合

１ 教育活動の目的を達成する観点で効果的であることを確認
２ 生成AIの性質やメリット・デメリット、情報の真偽を確かめる、自己の判断や考えが重要であることを

十分に認識できるような使い方等に関する学習を実施
３ プロンプトに氏名や写真等の個人情報を入力しないよう十分に指導
４ 著作権の侵害につながるような使い方をしないよう十分に指導
５ 生成AIサービスの提供者が定める最新の利用規約を確認・遵守 （年齢制限や保護者の同意の必要性など）

生成AIを利用するに当たって（ガイドライン・ガイドブック）

令和７年１月31日付け教ICT第551号 道立学校における生成AIの利活用について （通知）

令和６年10月16日付け教ICT第361号
生成AIサービスの指定の追加について（通知）

令和７年１月31日付け教ICT第548号「北海道立学校学習活動等に
おける生成AIの利活用に係るガイドライン」について（通知）

「道立学校における生成 AI 利活用ガイドブック」



・入力した内容が生成AIの機械学習に使われない設定
（生成AIの発展に協力しない）

・入力した内容が生成AIの機械学習に使われる設定
（生成AIの発展に協力する）
→個人情報を入⼒するとそれも学習されてしまう。
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初等中等教育段階における生成AIの利活用に関す
るガイドライン
令和６年12月26日 文部科学省初等中等教育局

どうしてオプトアウト設定が必要なのか？

ビッグデータ
ウェブ上の文書
など莫大な量の

データ

生成AI

大規模言語モデル
（LLM）

機械学習

膨大なデータを学習して、人間の
ような自然な言語を生成する。

この言葉に続く言葉は
○○である確率が高い

プロンプト
入力

入⼒した内容は
学習されるの？

(注)学習させない設定をしたからといって個人情報を入⼒してよいという意味ではありません。

生成



ChatGPT プロンプトが機械学習に利用されない設定

https://chatgpt.com/

【サインアップ】
初めて登録する場合

【ログイン】
登録後にログインする場合

（注意）ログインしない状態でも、このプロンプトに
入力することで使用できますが、オプトアウト設定を
オフにできないことから、業務では使用できません。
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ログインしている状態では
ここにアカウント表示が出ます。

アカウント表示をクリック
して「設定」を選びます。

初期設定として、オプトアウトの設定をします。
（プロンプトに入力したデータをAIの機械学習に利用させない設定にします。）

ファイルをアップロードすることもでき
ますが、テキスト入力が確実です。

プロンプト

24

ChatGPT プロンプトが機械学習に利用されない設定



①データコントロール
をクリック

②「すべての人
のためにモデル
を改善する」の
「オン」をク
リック

③このメニューが表
示されますので、オ
フにします。

「オフ」に
なりました。

これでプロンプトに
入力したデータが機
械学習に利用されな
い設定となりました。
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ChatGPT プロンプトが機械学習に利用されない設定



https://gemini.google.com/
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.ed.jpアカウントでは、
この機械学習のスイッチを
オフにできませんが・・・

Gemini プロンプトが機械学習に利用されない設定

.ed.jpアカウントに対して
「データ保護が追加されましたので、お客様のデータが生成AIモデ
ルのトレーニングまたは改良に使用されることはありません。」



生成AIが生成した画像の著作権

生成AIが生成した画像の著作権は誰にあるの？

生成された文章や画像に他者の著作権が含まれている場合があるため、
その使用については注意が必要です。 27



推し① 企画・立案のアイディア出し０→１

校務利用

＠Gemini
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プロンプト
あなたは、小学校５年生を受け持つ
先生です。

社会（歴史）の授業で、縄文時代と
弥生時代について、以下の条件を踏
まえて授業計画を作成しなさい。

条件
①１回の授業は40分
②１人１台端末を使い、情報を集め
る作業を入れる。
③自分の意見を形成し、友達の意見
を参照しながら、自分の意見をより
よいものにする活動を入れる。
④教師の説明は10分程度とする



推し② テスト問題の多肢選択肢たたき台０→１

＠Copilot
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プロンプト
あなたは、中学校の社会の先生で定期テストの問題を作成しています。
次の問題の多肢選択肢ア～オを作ってください。
＜問題文＞
次の資料１、２を読み、文章の(X)に入るものをア～オから選びなさい。
（資料１）Dの国は、主要輸出品である銅の国際価格上昇による銅生産増大を背景に経済
成長を続けていたが、2014年秋以降国際価格が下落し、経済は悪化した。
（資料２）Ｅの国は、主要輸出品である金とカカオ豆の国際価格が2013年から2014年に
かけて低下したことにより、経済が急速に悪化した。
＜文章＞
Ｄ・Ｅ両国の経済は、(X)、景気や天候の影響を受けやすいことから、収入が不安定があ
ることが課題ではないか。

校務利用



推し③ 新規事務連絡文、挨拶文たたき台１→１０

＠ChatGPT
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プロンプト

あなたは特別支援学校の教員で担任を
しています。

条件を踏まえて保護者懇談会の挨拶文
を作成してください。

条件
・参加者は８名
・新年度でクラスができて初めての
懇談会

・あなたは初めての担任

校務利用



推し⑥ 専門的な内容を分かりやすく１０→１０

31

プロンプト
OSI参照モデルの７つの階層（レイ
ヤー）が理解できないので説明してく
ださい。

まだ理解できないので、ドラマ仕立て
で説明お願いします。

小説風にしてください。

＠ChatGPT

校務利用



推し④ アンケートまとめ、集約１０→１０

＠ChatGPT
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プロンプト
あなたはアンケート集計者です。
以下のアンケート回答を、その他を含
む７つの項目に分類し、表形式でしま
してください。
回答：ここに回答を貼り付ける。

校務利用



推し⑤ 文章校正（誤脱チェック）１０→１０

＠Gemini
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プロンプト
次の文章は、出版社から依頼を受けて
執筆した、雑誌に掲載される文章です。
この文章の校正をお願いします。

（文章）ここに回答を貼り付ける。

校務利用
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プロンプト例

あなたは学年主任です。

次の条件で学年だよりの挨拶⽂を作成してください。

＃条件

・対象学年は高校１年生

・時期は４月入学当初

・「入学式」「主体的・対話的で深い学び」「保護者」の

キーワードすべて入れること

＃出⼒形式

・字数は400字程度

＃回答

・・・・・・・・・・・・・・・・・

指示（タスク）

書式（フォーマット）

制約条件（コンテキスト）

アンケート集計の場合などでは
ここに回答を貼る（データ）

このように、校内で定型のプロンプトを共有しておけば、
コピー貼り付けするなど効率的に生成AIを活用できます。

役割（ペルソナ）



生成AIと議事録の作成

マイクからの音声がリアル
タイムに文字になる

・Windows PCで、再生
した音声をGoogleド
キュメントの音声入
力で文字起こしする。

・インターネットには
各種文字起こしサー
ビスがあるが、セキ
ュリティ上の問題が
ないか確認必要。

会議等

コンピュータを１台用意
Googleドキュメントの
音声入力で文字起こし

ICレコーダー等で録音

音声ファイルを
コンピュータに取り込む

文字データ完成

音声ファイルから
文字起こしをする

個人情報や機微情報を除外

生成AIが要約・編集

人間が出力内容を精査 議事録完成

人間が要約・編集

操作が簡単

操作が難しい

ICレコーダーで再生
した音声をPCのマイ
クで取り込む
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リーディングDXスクール事業 オンライン研修会資料
東京大学大学院工学系研究科 准教授 吉田塁

主
体
的
に
学
習
を
調
整

主
体
的
に
学
習
を
調
整

生成AI
生成AI

自己調整を支援する
コーチになれるか？

自己調整を支援する
コーチになれるか？

Ⅲ 生成AIは、学習者の学びの質を向上させることができるのだろうか

学習者が自己調整しながら学習を進めていく

37



多様な他者と協働しながら、あらゆる他者を価値のある
存在として尊重し、様々な社会的な変化を乗り越え、持
続可能な社会を育成する「協働的な学び」・・・

生成AI

生成AI

多様な他者の
⼀人になれるか？

多様な他者の
⼀人になれるか？

38

Ⅲ 生成AIは、学習者の学びの質を向上させることができるのだろうか
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国語
〇 科学に関する評論を読む授業

文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて、
新たな観点から自分の考えを深めていく。

国語で的確に理解し、
効果的に表現する ことが、生成AIを使用することで 最適化・高度化

○ 科学に関する文章を読み、論理構成を意識しながら筆者の意見の内容を解釈する。

○ 「私たちは科学とどう向き合っていくのだろうか。」
について、グループで話し合い、考えを形成する。

○ 「私たちは科学とどう向き合っていくのだろうか。」
について生成AIに意見を求める。生成AIの考えと自分たち
の考えとを比較し、考えを広げたり深めたりする。

○ 「私が筆者に伝えたい、私なりの科学との向き合い方」
というタイトルで筆者に向けてレポートを書く。作成した
文章を生成AIに校正させ、より適切に自分の考えが伝わる
よう表現を工夫する。
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美術
〇 絵画の下書きを作成する授業

生成AIで画像を分析し、自分の作品を客観的に見直し、表現を
より豊かにしていく。

○ グループ内で作品の講評をし、意見を交換する。
・自分の下書きについて説明したり、他者の下書きについて感じたことや考えたことを述べたりする。

○ 生成AIによる画像分析
・生成AIに、自分の下書き（画像データ）を読み込ませ、テーマ性・
構図・光と影・動き等の表現について質問し、フィードバックを
もらう。

○ 生成AIによる画像作成
・生成AIに、自分が下書きを作成した際に意識したこと
（テーマ性・構図・光と影・動き等）を入力し、画像を生成する。

・生成された画像を鑑賞する。

○ 自己表現の確認と修正
・グループ内の意見やAIのアドバイスを参考に下書きを修正し、表現をより確かなものにする。

感じ取ったことや考えたこと
などを基に発想し構想する ことが、生成AIを使用することで 高度化・多面化
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理科
〇 進行波の反射を観察し、その性質を理解する授業

媒質の端では、端の状態に応じて波が反射し、入射波と反射波を
重ね合わせた波形が観察できることを見いだして表現する。

○ 生成AIと壁打を行い、前時の学習を振り返る。そのやりとりを各自Googleドキュメントに貼り付けて、
Classroomに提出する。

〇 反射中の波形について、周囲とディスカッショ
ンしながら、説明の方法を考え、表現する。

〇 ディスカッションで出された考えが正しいかど
うかを生成AIに質問、確認する。

基本的な概念や原理及び
法則を系統的に理解する

ことが、生成AIを使用することで

〇 パルス波が媒質の端（自由端と固定端）に達し
た後、どのようになるかを予想する。

〇 シミュレーションを観察し、自分の予想と比較
する。

生徒が持つ素朴概念（誤概念）の修正に生成AIを活用

〇 波の反射についての説明を聞き、整理する。

生成AIが場面に応じて教師として、多様な
他者として機能したことで、生徒は自己調
整しながら学びを深めることができた。

最適化
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生成AIは、
学習者の自己調整を支援する
コーチとなり得るのだろうか

生成AIは、
多様な他者となり得るの
だろうか

生成AIは、学習者の学びの質を
向上させることができるのだろうか

期待できることは何か 懸念されることは何か

見出したい納得解に
アプローチする問い

見出したい納得解に
アプローチする問い

見出したい納得解に
アプローチする問い

見出したい納得解に
アプローチする問い

納得解を見出したい問い

Ⅲ 生成AIは、学習者の学びの質を向上させることができるのだろうか
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新たな情報技術であり、多くの社会人が生産性の向上に活用している生成AIが

どのような仕組みで動いているか（特徴）という理解や、

どのように学びに生かしていくか（向き合い方）という視点、

近い将来使いこなすための力を各教科等の中においても意識的に育てていく姿勢は重要

・学習指導要領に⽰す資質・能⼒の
育成に寄与するのか

・教育活動の目的を達成する観点から
効果的であるか

吟味した上で利活用

・生成AIの出⼒を基に深い意味理解を促し、
思考⼒を高める使い方

・創造性を減退させるのではなく、
更に発揮できる方法

で使用

手軽に情報を得られる（AIからの回答が得られる）デジタル時代であるからこそ、

・学ぶことの意義についての理解を深めること

・個々の情報の意味を理解し問題の本質を問うこと、

・単なる個別の知識の集積ではない深い意味理解を促すこと がますます重要

素地として

教科では

これから
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